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河川をとりまく背景とこれまでの地元説明会の履歴（長竹川の事業を抜粋）

・近年では全国各地で豪雨や台風などにより、河川の氾濫による浸水被害が発生
　（H27関東・東北豪雨、H30西日本豪雨、R1九州北部豪雨、R2九州豪雨、R3全国的な豪雨発生）
・長竹川でも直近で平成26年度、令和元年度に浸水被害が発生

＜背景＞

しゅんせつ
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＜全体の計画流量について＞

・築堤を行い、堤防高を上げる
・河道掘削を行い、河道面積を確保

⇒川が流せる洪水量の向上

前回（令和3年2月）説明会の概要（（目標）計画流量、区間Aの整備イメージ）

（目標）計画流量　～「浸水被害をできるだけ防ぐ、減らす」～

＜区間Aについて＞

「築堤（両岸）＋河道掘削」

河道掘削 河道掘削

区間Aの標準断面図

近年に発生した主要な洪水を概ね安全に
流下させることができる目標流量に設定

（目標）計画

主要
洪水

長竹川：堰　計8基
　　　　可動堰　1基
　　　　固定堰　7基

せき

右岸

左岸

※上記範囲は概略図であり、実際の施工では多少範囲が異なりますのでご了承くだ
さい。なお概ね官地内での施工になります。

官地民地 民地

検討区間　約3km（区間A～区間D）
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他河川の事例と長竹川（区間B）の増水（浸水）事例

・長竹川　令和元年10月3日　越水箇所（区間B）

① ② ③

越水及び浸水状況

長竹川
長竹川

越水及び浸水状況

越水及び浸水状況

・長竹川（現況）の流すことができる洪水の規模（流量）　イメージ

洪水時に流すことができる
流量がより多い

カーブ付近で越水（H26年　久万川） 工作物（固定堰）付近で決壊（H13年　貝ノ川川） 大規模な浸水被害（令和元年　六角川）

出典：六角川水系における令和元年8月豪雨の概要（国土交通省資料）

＜区間A：日下川＞（青色）
・川幅が広い
・直線区間が多い
＜区間B：長竹川＞（黄色～赤色）
・急なカーブ、川の蛇行
・固定堰などの構造物

①

出典：国土地理院

＜凡例＞
　　　越水
　　　写真撮影位置

越水はカーブ付近に集中

※越水：洪水が堤防からあふれ出ること

②

③

至　日高村

至　佐川町

国道33号

洪水時に流すことができる
流量がより少ない

越水
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長竹川の浸水・氾濫をできるだけ防ぐ、減らすためには

　
現
状
に
お
け
る
浸
水
及
び
氾
濫
の
発
生
原
因
を
予
測
す
る
　

4つの対策案

①川が流せる洪水の
規模の向上

②工作物の位置、構造
についての対策

（目標）計画流量（令和3年2月説明会）

適切な維持管理の実施

川の能力不足

6つの発生原因

曲線部

川幅の形（せまい箇所）

工作物（橋、堰など）

本川と支川の合流部

河川内の堆積

③川の形（法線）（案）

・今回（令和3年8月）にお示しする
　計画案（区間B）
　※区間Aは法線の変更なし
　※区間C、Dは今後の詳細設計にて
　　 案を作成予定

・橋梁の位置・構造の検討
・堰の位置、統廃合、構造の検討

今後も実施
していく

見直し済

台
風
等
の
大
雨
の
発
生

今後検討

今回お示し

する案
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長竹川増水対策（案）　

①川が流せる洪水の規模の向上

長竹川には
・かんがい用水用の固定堰が複数存在
・洪水時には流下断面阻害による堰上げが発生
＝氾濫の発生要因

⇒堰の集約を行い、固定堰の改築が必要

②工作物の位置、構造についての対策

③川の形（法線）（案）

＜現況＞
・蛇行が多く、直線部が少ない
・カーブが多く、きついカーブあり
・川幅がせまい

＜計画（案）のポイント＞
①川の形の特徴（合流部・カーブの位置など）を大きく変えない
②直線部を多くする
③カーブを減らし、緩いカーブにする
④川幅をひろげる

⇒川の形を工夫することで、浸水・氾濫被害を
できるだけ防ぐ又は減らすことを目指します。

長竹橋より上流側にある固定堰の断面図

洪水時に川を流れる水の量が
およそ半減している

(目標)計画流量において、長竹川と日下川
が合流し、安全に下流側に流れる計画

長竹川（区間B）が流すことができる洪水の規模（流量）を約2倍に増大

＜区間Bの標準断面図＞　単位mm

＜凡例＞
　　　　　　現況
　　　　　　計画

5000

長竹川（区間B）の川幅を約2倍に広げる
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長竹川増水対策　（平面計画案）

写真①

写真②

至　日高村

六所橋 ＜凡例＞
黒線：現況
赤線：川の形（法線）（案）
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長竹川増水対策　（完成イメージ）

現況①

現況②

至　日高村

長竹川日下川

国道33号

完成イメージ②

完成イメージ①

至　日高村日下川

長竹川

国道33号

竹ノ倉川

至　日高村

長竹川日下川

国道33号

至　日高村
日下川

長竹川

国道33号

竹ノ倉川

六所橋
六所橋

長竹橋 長竹橋
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長竹川増水対策　用地のご協力のお願い（イメージ図）

・上記の範囲（平面図と右上のイメージ図）は現在の護岸の形・用地買収範囲・借地範囲のイメージ
・今後、横断測量を実施後に護岸の形、用地買収範囲、工事に必要な通路（借地範囲）の案を作成予定
⇒ご協力をよろしくお願いします。
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長竹川増水対策　今後の概略スケジュール（案）　※変更がありえますのでご了承ください。

※区間C、Dは現在概略設計中であり、令和4年度末までに護岸等の詳細設計を実施予定

＜主な概略スケジュール（予定）＞
区間A
　・令和3年度　　詳細設計完了予定
　・令和4年度　　工事着手予定
区間B
　・令和3年度　　詳細設計完了予定
　・令和4年度　　用地調査着手予定
　・令和5年度～  用地買収 工事着手

区間A

区間B

令和5年度以降

区間 実施内容

詳細設計

用地買収なし（予定）

工事（盛土による築堤）

工事（河道掘削）

詳細設計

六所橋設計

用地調査

関係機関調整

用地買収

工事

令和3年度 令和4年度

区間A

区間B

上半期(4月～9月) 下半期(10月～3月) 上半期(4月～9月) 下半期(10月～3月)
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